
光
村
図
書
出
版
の
小
学
校

国
語
課
編
集
長
、
山
本
智
子

さ
ん
と
日
本
Ｎ
Ｉ
Ｅ
学
会
副

会
長
で
大
阪
市
立
昭
和
中
学

校
教
諭
、
植
田
恭
子
さ
ん
を

講
師
に
迎
え
、
「
生
き
る

力
」
を
伸
ば
す
た
め
の
新
聞

の
活
用
方
法
や
特
性
へ
の
理

解
を
広
め
る
狙
い
。
同
研
究

会
は
「
学
習
指
導
要
領
が
変

わ
り
、
教
科
書
も
新
し
く

な
っ
た
。
授
業
展
開
を
探
る

先
生
も
多
い
の
で
、
是
非
参

加
し
て
ほ
し
い
」
と
、
教
職

員
の
参
加
を
広
く
呼
び
か
け

て
い
る
。

午
後
１
時
15
分
か
ら
午
後

５
時
ま
で
。
終
了
後
、
隣
接

会
場
で
懇
親
会
も
あ
る
。
い

ず
れ
も
参
加
無
料
。

光
村
図
書
出
版
の
山
本
さ

ん
は
「
こ
う
変
わ
っ
た
国
語

教
科
書
―
新
学
習
指
導
要
領

を
踏
ま
え
て
」
と
題
し
て
講

演
す
る
。
国
語
教
科
書
の
意

図
や
ポ
イ
ン
ト
を
分
か
り
や

す
く
解
説
す
る
。

植
田
さ
ん
は
、
「
新
学
習

指
導
要
領
と
Ｎ
Ｉ
Ｅ
～
思
考

力
・
判
断
力
・
表
現
力
～
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
す
る

ほ
か
、
新
聞
活
用
に
か
か
わ

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
行

う
。校

種
別
の
研
究
協
議
も
開

く
。参

加
の
申
し
込
み
は
、
長

野
県
新
聞
活
用
教
育
（
Ｎ
Ｉ

Ｅ
）
推
進
協
議
会
事
務
局

（
電
話
０
２
６
・
２
３
６
・

３
４
８
０
、
フ
ァ
ク
ス
０
２

６
・
２
３
６
・
３
０
９
６
、

Ｅ
メ
ー
ルnie

＠
shina

noj

i

.n
e
t

）
へ
。
車
で
来
場
す

る
場
合
は
、
休
日
開
放
の
県

庁
、
長
野
合
同
庁
舎
の
駐
車

場
か
周
辺
の
民
間
駐
車
場

に
。
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Ｎ
Ｉ
Ｅ
に
関
心
の
あ
る
県
内
の
教
員
ら
で
つ
く
る
長
野
県
Ｎ
Ｉ
Ｅ
研
究
会
は
１
月

28
日
、
第
５
回
県
研
究
会
を
長
野
市
南
県
町
の
信
濃
毎
日
新
聞
長
野
本
社
で
開
く
。

第
４
回
長
野
県
Ｎ
Ｉ
Ｅ
研
究

会
で
の
校
種
別
研
究
協
議

＝
２
０
１
１
年
１
月
29
日



研
究
指
定
校
は
本
年
度
、

県
内
で
12
校
、
全
国
で
は
約

５
０
０
校
あ
る
。
指
定
校
に

な
る
と
、
新
聞
各
紙
が
一
定

期
間
無
料
で
提
供
さ
れ
る
ほ

か
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ
に
関
す
る
情
報

や
資
料
提
供
な
ど
が
受
け
ら

れ
る
。
指
定
期
間
は
原
則
２

年
間
で
、
１
年
目
（
新
規

校
）
は
９
月
か
ら
、
２
年
目

の
継
続
校
は
４
月
か
ら
新
聞

提
供
が
可
能
だ
。
提
供
期
間

は
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ
を
実
践
す
る
教

員
が
校
内
で
１
～
２
人
の
場

合
が
各
紙
２
カ
月
間
、
３
人

以
上
で
は
各
紙
４
カ
月
間
と

な
る
。

Ｎ
Ｉ
Ｅ
は
、
新
聞
を
授
業

で
活
用
す
る
こ
と
で
、
社
会

を
身
近
に
感
じ
な
が
ら
、
学

校
で
の
学
び
を
実
生
活
で
役

立
て
ら
れ
る
「
生
き
る
力
」

の
獲
得
を
目
指
し
て
い
る
。

新
聞
を
授
業
に
取
り
入
れ

る
こ
と
で
、
教
科
書
で
学
ん

で
い
る
こ
と
を
、
今
の
社
会

の
出
来
事
と
結
び
付
け
て
理

解
で
き
る
利
点
が
あ
る
。

新
聞
は
、
毎
日
の
ニ
ュ
ー

ス
や
社
会
的
問
題
を
分
か
り

や
す
い
よ
う
に
工
夫
を
重

ね
、
読
者
に
伝
え
て
き
た
メ

デ
ィ
ア
。
新
聞
の
特
性
を
活

用
す
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
の

「
読
む
」
「
書
く
」
「
話
す
」

力
を
育
て
る
だ
け
で
な
く
、

新
聞
作
り
な
ど
を
通
し
、

「
思
考
力
」
「
判
断
力
」
「
表

現
力
」
を
身
に
付
け
る
こ
と

が
で
き
る
。

さ
ら
に
、
幾
つ
か
の
新
聞

を
読
み
比
べ
る
こ
と
が
現
代

社
会
で
求
め
ら
れ
て
い
る
情

報
を
適
切
に
読
み
取
る
力
を

得
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。

申
し
込
み
は
１
月
31
日
ま

で
に
、
同
協
議
会
（
電
話
０

２
６
・
２
３
６
・
３
４
８

０
、
フ
ァ
ク
ス
０
２
６
・
２

３
６
・
３
０
９
６
）
へ
。

県
新
聞
活
用
教
育
（
Ｎ
Ｉ

Ｅ
）
推
進
協
議
会
は
昨
年
11

月
５
日
、
「
第
７
回
県
Ｎ
Ｉ

Ｅ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
長
野
市
の

信
濃
毎
日
新
聞
長
野
本
社
で

開
い
た
。
小
中
高
校
の
教
諭

ら
約
40
人
が
参
加
。
講
演
や

実
習
を
通
し
て
、
新
聞
活
用

の
幅
を
広
げ
た
。

立
命
館
大
学
産
業
社
会
学

部
教
授
の
柳
沢
伸
司
さ
ん
が

「
Ｎ
Ｉ
Ｅ
が
変
え
る
新
聞
の
未

来
～
『
教
育
』
も
『
新
聞
』

も
変
え
る
」
と
題
し
て
講

演
。
大
学
で
は
「
学
生
に
考

え
さ
せ
、
答
え
が
簡
単
に
は

出
な
い
」
講
義
を
展
開
し
て

い
る
柳
沢
さ
ん
は
、
児
童
・

生
徒
に
ど
う
や
っ
て
「
考
え

る
力
」
を
養
っ
て
い
く
の
か

が
重
要
だ
と
し
た
。

柳
沢
さ
ん
が
多
角
的
な
視

点
が
面
白
い
と
し
て
紹
介
し

た
の
は
、
あ
る
学
者
が
他
紙

の
記
事
を
批
判
的
に
と
ら
え

た
記
事
。
た
だ
「
両
方
の
新

聞
を
読
め
な
け
れ
ば
分
か
ら

な
い
。
余
っ
た
新
聞
で
も
古

紙
で
も
い
い
の

で
、
学
校
に
ご

そ
っ
と
新
聞
が

あ
る
環
境
が
望

ま
し
い
」
と
話

し
た
。

東
日
本
大
震
災
や
原
発
事

故
に
関
連
し
た
子
ど
も
向
け

解
説
や
評
論
な
ど
各
紙
を
紹

介
。
教
員
が
新
聞
を
教
材
に

す
る
場
合
、
子
ど
も
向
け
の

紙
面
で
も
「
新
聞
社
の
考
え

方
が
現
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
使
う
こ
と
が

必
要
」
と
し
た
。

一
方
、
児
童
・
生
徒
は
教

員
の
顔
色
を
見
て
対
応
す
る

の
で
、
授
業
で
何
を
提
示
す

る
の
か
、
ど
う
示
す
の
か
と

い
っ
た
点
か
ら
「
先
生
自
身

も
『
メ
デ
ィ
ア
』
だ
と
い
う

意
識
を
持
っ
て
」
と
話
し

た
。読

売
新
聞
社
長
野
支
局
の

鈴
木
英
二
支
局
長
は
「
新
聞

記
者
の
現
場
か
ら
」
と
題

し
、
サ
ツ
回
り
（
警
察
担

当
）
や
社
会
部
時
代
な
ど
の

成
功
や
失
敗
を
交
え
て
、
新

聞
記
者
の
思
い
や
考
え
な
ど

を
話
し
た
。

転
機
に
な
っ
た
の
は
、
一

人
の
若
者
の
自
殺
の
背
景
を

浮
き
彫
り
に
し
た
連
載
記
事

が
行
政
を
動
か
し
た
経
験
。

自
身
の
姿
勢
や
関
心
が
特
ダ

ネ
か
ら
「
い
の
ち
」
に
変
わ

り
、
丹
念
な
取
材
や
地
道
な

積
み
重
ね
に
よ
る
ホ
ス
ピ
ス

の
企
画
や
医
師
や
病
院
の
あ

り
方
を
問
う
報
道
も
披
露
し

た
。
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小
学
校
３
校
、
中
学
校
２
校
、
高
校
１
校

県
新
聞
活
用
教
育
（
Ｎ
Ｉ
Ｅ
）
推
進
協
議
会
（
会
長
・
渋
沢
文
隆
信
大
教
授
）
は
、
新

聞
を
使
っ
て
授
業
を
行
う
、
２
０
１
２
（
平
成
24
）
年
度
の
Ｎ
Ｉ
Ｅ
研
究
指
定
校
を
募
集

し
て
い
る
。
対
象
は
県
内
の
小
学
校
３
校
、
中
学
校
２
校
、
高
校
１
校
の
合
わ
せ
て
６
校
。

2011年度県ＮＩＥ研究指定校
※新規＝実践１年目 継続＝同２年目以上

校種 新規
継続 学 校 名

小

学

校

新

規

松本市立山辺小学校

岡谷市立神明小学校

飯田市立鼎小学校

継

続

佐久市立岩村田小学校

安曇野市立三郷小学校

上田市立長小学校

中

学

校

新規 上田市立第四中学校

継

続

山ノ内町立山ノ内中学校

長野市立犀陵中学校

松川村立松川中学校

伊那市立高遠中学校

高校 新規 木曽青峰高校

柳沢教授のワークショップ

では読み比べを行った

＝２０１１年11月５日


